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	はじめに
	構成部品
	
	
	
	
	
	本品は以下のパーツで構成されています。欠品等を確認して下さい






	全般的な注意事項
	分解部品図
	
	
	
	
	
	補給部品取り寄せは、以下の分解部品図を参照してください。（詳細は［１２］「補給品の対応について」をご参照ください）






	取り付け方法
	
	
	
	
	
	基本的な取り付け方法を以下に記します。詳細の脱着分解については各車両の脱着分解図を参照して下さい。また必要に応じて修理書をご参照�





	純正ショックアブソーバー/スプリング外し
	
	ボルトナットの脱着は必ず「トルク値が記載されている側」を締め／ゆるめすること


	アドヴォクス取り付け
	取り付け位置（前後左右）の確認
	
	
	エアバルブの位置が下記のようになるように取り付ける（ユニット下端の形状により異なる）
	取り付けは取り外しの逆の順で行う


	脱着部品の締め付けは、必ず規定トルクで締め付ける（脱着分解図参照）


	エアサスペンション車　追加作業
	エアチューブプラグ取り付け
	
	
	４輪のエアチューブに付属のエアチューブプラグを取り付ける


	０リングは再使用する（ねじ込みタイプ車）

	ヒューズはずし
	
	
	車両取り扱い説明書を参照して、「エアサスペンション」のヒューズをはずす




	エアサスプラグ取り付け要領（ＵＣＦ３１、ＵＺＳ１７，１８系車両）
	
	
	
	
	上記車両のエアサスプラグは以下の要領で取り付けてください。



	ジャッキアップをしたままエンジンを始動しないこと

	純正チューブ外し
	
	
	コネクターＮｏ，１のＡ部をつまみハウジングから引き抜く
	ＳＳＴ\(09730-00010\)をチューブにセットする
	ＳＳＴをハウジングに差し込み、ハウジング内のコネクターＮｏ．２のツメを広げる
	ＳＳＴを差し込んだ状態でチューブを引き抜く。
	ハウジングの丸穴から、マイナス薄刃ドライバーを使用してコネクターＮｏ，２をハウジングから取りはずす。


	コネクターを反転させながら引き出す

	エアサスプラグ取り付け
	
	
	コネクターＮｏ，２をエアサスプラグに挿入する


	Ｏリングは組み込み済み
	チューブ先端にラバーグリスを塗布する
	エアチューブをプラグに差し込む
	ハウジングのポート（横穴）とコネクターＮｏ．１のツメの位相を９０°ずらして取り付ける。


	スピードセンサーケーブル用ホルダー取付け
	スピードセンサーホルダー取付
	
	
	ホルダーを広げてダンパーユニットの純正と同じ位置に取り付ける


	広げすぎないように注意する
	
	スピードセンサーケーブルをホルダーに純正ボルトを再使用し装着する


	ジャッキアップされている状態でケーブルがのびきらないこと
	ステアリングを左右に切り、ケーブルが干渉しないことを確認する


	ホイールアライメント調整
	ヘッドライト光軸調整

	車高調整について
	
	
	
	
	
	本製品は、装着されているスプリングの一定程度の範囲内で車高を調整することができます。





	出荷時の状態
	
	
	
	
	本製品は出荷状態で以下のようになるようセットしてあります。


	但し、標準車空車状態での数値です。
	標準車との車両重量の違い等により多少の差が発生します。
	また、スプリングインシュレーター等ゴム製品の初期沈み込みを考慮し、装着直後は多少高い設定となります（１週



	車高調整の必要な場合
	
	
	
	
	以下の場合は調整が必要です（いずれも装着後１週間程度たってから測定して下さい）。但し車両側で、「不揃いの原因」があり得ますので　


	左右輪の差が著しく異なる場合
	前後の差が著しく異なる場合



	車高について
	
	
	
	
	装着されているスプリングの一定程度の範囲内で車高を調整することができます。


	下げ方向：ダンパー部で５ｍｍ以下
	上げ方向：ダンパー部で１０ｍｍ以下



	車高調整方法
	
	
	
	
	車高を調整する場合の方法は以下の通りです。




	事前車高の確認
	
	
	車両を水平な場所におく
	上下方向に充分ゆすり車両を落ち着かせる
	ホイールの中心より、フェンダーハウスの最下端までの寸法を測定する（４輪とも測定する）



	車高の調整
	
	
	車両をジャッキアップし、タイヤをはずす
	フックレンチ（または相当品）を２本使用して、ロアシートリテーナーをゆるめる


	フックレンチは市販品をご使用ください
	ネジ部の汚れを充分除去し潤滑剤を塗る
	リテーナーをゆるめずにロアシートを回転させるとダンパーボディが回転し、破損するため充分注意する。ダンパーボディ�
	
	ロアシートを回転させ車高を調整する
	ロアシートリテーナーを締め付ける



	車高の再確認
	
	
	再度車高を確認し合わない場合は②を繰り返す





	ダンパーガスの抜き方
	
	
	
	
	
	ダンパーを廃棄する場合等は、以下の方法で充填されている「窒素ガス」を抜いてから廃棄して下さい。廃棄以外の場合は絶対にガスを抜かないで



	「窒素ガス」はそれ自体では可燃・爆発の危険はありません。また、吸い込んだ場合、人体への有害な影響はありません。


	ガスの抜き方
	
	
	
	エアバルブのキャップを回してはずす
	中のバルブ突起部を押し込みガスを抜く





	ホイールアライメント基準値一覧
	
	
	
	
	
	各車のホイールアライメントの基準値は以下の通りです。測定及び調整方法については修理書等を参照下さい





	アライメント調整時の注意事項（下記以外の詳細は修理書等を参考にすること）

	スプリング脱着について
	
	
	
	
	
	必要によりコイルスプリングを脱着する場合は、以下の作業手順で脱着してください。





	スプリングはずし
	ダンパーロット上端の２面巾をＳＳＴ（XW99Z―SP001）で固定し、上部のナットを３回転ほどゆる�
	フックレンチ等を使用してリテーナーをゆるめロアシートを下げる
	事前にロアシート位置を測定しておく
	ネジ部の汚れを充分除去し潤滑剤を塗る
	リテーナーをゆるめずにロアシートを回転させるとダンパーボディが回転し、破損するため充分注意する。ダンパーボディ�

	トップナットをはずす
	ワッシャー、アッパーサポートをはずす
	スプリングをはずす

	スプリング取付
	スプリング、ワッシャー、アッパーサポートＡＳＳＹ、ワッシャー、ナットを取り付ける
	スプリングシートの切り欠きをスプリングの端面に合わせる

	取り外しと逆の手順で組み付ける
	トップナット締付けトルク78Nm\(800Kg-cm）



	アッパーサポートブッシュ交換
	
	
	
	
	
	アッパーサポートのブッシュを交換する場合は下記の要領で行ってください





	アッパーサポートブッシュ外し
	
	
	
	アッパーサポートブッシュカラーを”１２”のソケットを利用して叩き出す
	ドライバーなどでブッシュをはずす




	アッパーサポートブッシュ取付
	
	
	
	ブッシュをアッパーサポートの上下に取り付ける
	カラーを押し入れる





	オーバーホールについて
	
	
	
	
	
	本製品を末永くお使いいただくために、以下のようなときにオーバーホールを行い、性能の回復や維持をするようお奨めします。


	事故などによりダンパーユニットに損傷があった場合
	ダンパー部よりオイルが多量ににじむ場合（微量の付着程度の場合は異常ではありません）
	また以下のような症状で、明らかに本製品に起因すると思われるようなとき（アライメント等他の要因を充分チェックして下さい）
	停止状態で１輪が著しく車高ダウンする
	車両がフワフワし始めたり、走行不安定になる




	補給品の対応について
	
	
	
	
	
	本製品の補給品対応については以下のとおりです。


	事故等による片側破損（例；フロント左のみ破損）　→左右セットにてお買い求め下さい
	一部部品の破損等による交換　→前記[４]部品分解図を参照の上、１３ページ「補給部品注文書」によりご�




	補給パーツ注文書
	Ａｄｖｏｘ修理申込書
	仕様変更は必ず１台分でご注文ください

	保証について
	
	
	
	
	
	本製品について製造上の不具合が発生した場合、下記の期間と条件に従ってこれを無償修理（保証修理）いたします。保証修理は部品の�





	保証期間
	
	
	
	
	保証修理の対象期間は以下の通りです





	保証の受け方
	保証をしない事項
	
	
	
	
	上記保証期間内であっても、下記の場合は保証の対象外となります




	本書に添付されている保証書に販売店押印、装着時走行距離および購入日の記載のない場合、または字句を書き換えられた場合
	保証書の提示がない場合
	使用損耗あるいは経年変化による劣化など、製造上の不具合と認められない場合
	輸送中の不具合
	レース・ラリー等通常の使用状態と異なる使用方法による破損・不具合
	地震、台風、水害等の天災並びに事故、火災によるもの。また薬品、融雪剤、塩害、飛石等の外部要因によるもの
	消耗品（バンプラバー、プロテクター、アッパーブッシュ、ロアブッシュ）の破損・不具合
	本書に指示のある調整以外の調整をおこなった場合（例、規定以上に車高を下げたなど）
	取り付け作業時や分解時のまちがい、不備
	機能上影響ない「感覚的現象」および本製品特有の現象
	
	
	冷間走行時に発生するコトコト音、ゴキッ音（走行後数分及び数１０分たって消えるもの）
	機能上差し支えないオイルにじみ
	走行フィーリングに関するもの（乗り心地、操縦性など感じ方に関するもの）
	本製品が主原因でない振動・ハーシュネス




	保証対象外費用
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